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      臨 床 教 育 学 講 座 教 員 に よ る2008年 度 授 業 科 目 一 覧
[学部 提供 科目]
層臨床 教育 学基礎演 習1(齋 藤直子)
授業の 目的 と内容:「 ケア と自己信頼の教育 」を主題 に、 自己を信頼 す ることが、 自己同一
化を志向す るのではな く、他性 との関わ りをすでには らむ ような、 自己一他者の関係性、 お
よびそ こにおける ことば との関わ り直 しを、哲学 的テクス トの読解を通 じて考える。
受講 に必要 な予備知識:英 語 の原著 と邦訳 を併せて講読す るので、哲学 に関わ る英語 の読解
力が必 要 とされ る。
成績評価 の基準 と方法:出 席 と学期末 レポー ト
テキス ト/参 考文献:ネ ル ・ノデ ィングス著/佐 藤学 監訳 『学校 にお けるケアの挑戦:も
うひとつの教育 を求 めて』(ゆ みる出版2007年);ラ ル フ ・W・ エマ ソ ン著/酒 本雅之 訳
『エ マソ ン論文集』(岩 波書店1972年)他
■臨床 教育学基礎演習II(西 平直)
授業 の 目的 と内容:E・H・ エ リクソンの思想 と言葉 を検討 す る。 その思想 は、精神分析 と、
社会科学 と、実存思想 の交点 に位置す る豊かな広が りを持つ。 アイデ ンテ ィテ ィ、 ライフサ
イ クル、 ジェネ レイ ショナルサイクル、 などの言葉を通 して、その豊かな地平 を解 きほ ぐし
たい。
受講 に必要 な予備知識:特 にな し。 しか し受講希望者 は、下記 のテキス トを用意 し、 目を通
してお くこと。
成績評価 の基準 と方法:平 常点 とする。
テキス ト:西 平直 『エ リクソ ンの人間学』(東 京大学出版会、1993年)
参考文献:エ リクソ ン 『青年ル ター』上 ・下(西 平直訳、 みすず書房、2003年)
■教育人間学講読演習1(齋 藤直子)
授業 の 目的 と内容:「 エマ ソンの道 徳的完成主義」 を主 題 と したスタ ン リー ・カベル の映 画
論 に関 わる著作を講読す る。関連 する映画の視聴 も行 う。
受講 に必要な予備知識:高 度な英語 の読解力を必要 とす る。
成績評価の基準 と方法:出 席 と学年末 レポー ト
テキス ト/参 考 文献:Stanley Cavell, Cities of Words:Pedagogical Letters on a Register
of the Moral Life(Cambridge, MA.:The Belknap Press of Harvard University Press,
2004)
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■教育人間学講読演習II(齋 藤直子)
授業の 目的 と内容:教 育 人間学講読演習1に 同じ
受講に必要 な予備知識:教 育人 間学講読演習1を 履修 して いること。高度な英語 の読解力を
必要 とす る。
成績評価の基準 と方法:出 席 と学期末 レポー ト
テキ ス ト/参 考文献:Stanley Cavell, Cities of Words:Pedagogical Letters on a Register
of the Mordl Life(Cambridge, MA.:The Belknap Press of Harvard University Press,
200)
■臨床教育 学概論1(西 平直)
授業の 目的 と内容:人 間形成、 世代継承サイクル、 あるいは、人生 の意味。そ う した正解の
ない問いをめ ぐって、参加者 各 自が、 自分 なりの答え を見つ け出す時間 とす る。
たとえば:
  ・子 どもは何 を失 って大人 にな るのか。発達 とはどういうことか。
  ・人が人を教育 す るとは どういうことか。教育 は援助 と何が違 うのか。
  ・教育 は、子 どもの幸 せを 目的 とする営みであるか。
  ・人は競争 す ることによって成長するのか。
受講 に必要な予備知識:な し
成績評価の基準 と方法:平 常 点 とす る。詳細 は初 回に説明す る。
テキス ト/参 考 文献:西 平直r教 育人間学 のために』(東 京大学出版会 、2005年)
■臨床教育学概論II(西 平直)
授業の 目的 と内容:人 間形成、世代継承サイクル、 あるいは、人生 の意味。そ う した正解の
ない問 いをめ ぐって、参 加者 各 自が、 自分な りの答 えを見つ け出す時間 とす る。
た とえば:
 ・子 ど もの頃、死 を どう理解 していたか。大人の方が よ りよ く理解 していると言 え るか。
 ・子 どもの時に十分甘 え ることがで きないと、後 の人生 に何 らか の困難が生 じるか。
 ・人 は人 を理 解す ることがで きるか。
 ・人 は親を許 す ことがで きるか。
授業 に必要な予備知識:な し
成績評価の基準 と方 法:平 常点 とす る。詳細 は初回に説明す る。
テキス ト/参 考文献:西 平直 『教育人間学のために」(東 京大学出版会、2005年)
昌教育人間学専門ゼ ミナール1(齋 藤直子 ・矢野智 司 ・西平直)
授業の 目的 と内容:「 自伝 と しての哲学」 を主題に、 書 くこと ・読 む こと ・語 ることを通 じ
て 自己 と言語を再創造す ることにかかわ る 「教育 としての哲学」 のあ り方 を解明す る。
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受講に必要な予備知識:難 解な英語文献を講読するため、高度な英語力を必要 とする。
成績評価の基準 と方法:出 席と学年末 レポー トによる。
 *臨 床教育学講座で卒論を執筆予定の者は必ず履修 し出席すること。
テキス ト/参 考文献:Paul Smeyers, Richard Smith and Paul Standish,2007. The
Therapy of Education: Philosophy, Happiness, and Personal Growth (London:
Palgraae Macmillan,2007).
 その他関連文献のコピーを授業時に配布する。
■教育人間学専門ゼ ミナール1(齋 藤直子 ・矢野智司 ・西平直)




 *臨 床教育学講座で卒論を執筆予定の者は必ず履修 し出席すること。
テキス ト/参 考文献:世 阿弥 『風姿花伝』(岩波文庫)は 必携。
 できれば 『世阿弥芸術論集』(新 潮日本古典集成)を 入手 しておくこと。
[大学院科目]




テキス ト/参 考文献:出 席者 と相談の上決定する。










成績評価の基準 と方法:授 業参加(50%)と 提出課題(50%)か ら判断する。
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テキス ト/参 考文献:未 定
■臨床教育人間学特論1(竹 内整一:東 京大学教授)
授業の目的と内容:「かな しみ」と日本人。
 「かなしみ」 とは、「…… しかねる」のカネと同根とされる言葉で、力が及ぼず、何もす
ることができないでいるという、みずからの有限性 ・無力性を切に感 じとる感情であるが、
同時にそれは、それを深 く感 じとることにおいて、他者に、また超越者に開き、繋がること
もできるという感情である。 ここでは、そうした 「かなし」 という思想感情のもっている倫
理的 ・宗教的な意味 ・可能性について、何人かの思想家 ・文学者の、具体的な 「かなしみ」
の受けとめ方を踏まえながら考えてみたいと思います。
受講に必要な予備知識:特 にありません。
成績評価の基準 と方法:レ ポー ト。
参考文献:竹 内m『 「はかなさ」と日本人』(平 凡社新書)、 同 『「おのずから」と 「みずか
ら」』(春秋社)
■臨床教育人間学演習1(齋 藤直子 ・矢野智司 ・鎌田東二:京 都大学 こころの未来研究セン
ター教授)
授業の目的と内容:自 らの思想を外国語で 「翻訳」 し他者に伝達する過程において、言語 と
自己の二重性を行き来 しうるような思考 ・執筆 ・応答様式の訓練を行 う。国際学会で外国語
の論文を発表 し質疑応答に対応 し、国際的学術誌に外国語で論文を投稿することができるよ
うな論文の書き方を、大学院生 自身の発表とそれについての相互批評を中心にして学ぶ。
受講に必要な予備知識:知 識は不要であるが、参加者は外国語(英 語)に よる発表を行 うこ
とを求められる。
成績評価の基準と方法:出 席およびレポー トによる。
テキス ト/参 考文献:特 にテキス トは定めないが、Journal(ゾPゐ`Zoso擁 ッq!Edαcα亡めηや
Educational Theoryな ど、教育哲学関連の英語の国際学術誌に掲載 された論文を適宜参考
資料として用いる。
■臨床教育人間学演習皿(齋 藤直子 ・矢野智司 ・鎌田東二)






成績評価の基準 と方法:出 席およびレポー トによる。
テキス ト/参 考文献:Stanley Cavell, Must We Mean What We Say?:Ail1(>f Essays
 Cambridge:University Press,1976).Jacques Derrida, The Ear of the Other:
Otobiography, Transference, Translation(London:University of Nebraska Press,1988).
■臨床教育学演習1(西 平直)
授業の 目的 と内容:井 筒俊彦の論文 を丁寧に読 むことを通 して、東洋哲学 の理論的枠組み、
主 に、禅哲学の理論的枠組みの習得 を目的 とす る。その理論的枠組みの中で、各 自の課題 を
問 い直す ことが 目指 され る。
受講 に必要な予備知識:な し
成績評価の基準 と方法:平 常点 とす る。詳細 は初回 に説明す る。
テキス ト/参 考文献:井 筒俊彦 『意識 と本質』岩波文庫
 Toshihiko Izutsu;Toward a Philosophy of Zen Buddhism, Prajna Press 1982
■臨床 教育 学演習II(鎌 田東二)
授業の 目的 と内容:「 臨床」 という言葉 にはいつ も、「今、 こ こに実存す る」 とい う現場感 覚
がみな ぎっていて、 どこかひ りひ りした緊張感がただよ う。 それは しか し、別の言葉 と文脈
で考 え ると、「遊 び」 の身 体性 とつ なが っていて、 固定観 念や仕組みを破砕す る 「臨機応変
力」 を生 み出す土壌 ない し母胎 で もあ る。 そんな臨床感覚 のあ りようを民俗学的知 と実践 を
手がか りに しなが ら考 えなお し、 とらえなお し、臨床世界 の広 が りと深みを探 っていきたい。
 授業計画
  1. 「臨床」 におけ る 「臨」 と 「床」、 あるいは臨機応変力 と大地性
  2.臨 床 的現場感覚 と民俗学的現場感覚一身体性 と間(半)主 観性 と他者性
  3.柳 田國男 と折口信夫 と南方熊楠の臨床性 を考 える
  4.宮 沢賢 治の臨床教育実験 と河森正治監督 『KENJIの 春』 と 『先生 は ホt一 ッと宙
    に舞 った』
  5.フ ィール ドワー ク(1)(下 鴨神社 と御所)
  6.学 生発表(1)
  7.フ ィール ドワーク(2)(上 賀茂神社 と大 田神社)
  8.学 生発表②
  9.フ ィール ドワーク(3)(東 山修験道)
  10.学 生発表㈲
  11.学 生発表(4)
  12.民 俗学 と教育学 のイ ンターフェイスー 「生 きるちか ら」 を問い直す
  13. 「臨床」の 「森」の中へ
成績評価の基準 と方法:出 席 とレポー ト
参考文献:柳 田國男 『遠野物語』角川文庫、折 口信夫 『死者の書』角川文庫、鎌 田東二 「エ ッ
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ジの思想 一翁童論 皿』新 曜社、2000年 。鎌 田東二 『翁童 のコスモ ロ ジー一翁童論IV』 新曜
社、2000年 。鎌 田東二 『宮 沢賢治 「銀河鉄道の夜」精読』 岩波現代文 庫、2001年 。鎌田東
二 『聖地感覚』柏書房、2008年 。細野 晴臣 ・鎌田東二 『神楽感覚』(仮 題)作 品社、2008年
5月 刊 予定。
■臨床教育学課題演習1(岡 部美香:京 都教育大学准教授)
授業の 目的 と内容:こ の課題演習 では、教育 における生命主義 の豊 か さと危 うさにつ いて考
察する。具体的 には、次の項 目につ いて、授 業者が資料を提示 し、基本 的な枠組みを解説 し
た後、 それ らを もとに参 加者全員で討論を行 う。(1}20世 紀生物 学の生命観 とその教育への
影響。(2>大 正生命主義 と大正 自由主義。(3)京都学派における生命。(4)ラ イ フサイ クルー人 間
形成論、臨床的人間形成論。㈲"ひ との生"を どう描 くか。
受講 に必要 な予備知 識:特 にな し
成績評価 の基準 と方 法:演 習、 とりわ け討論 への参加の度合 い と、学期 末の レポー トを、 そ
れぞれ50%ず つの割合で評価す る。
テキス ト/参 考文献:必 要 ・参考文献 は、その都度、配布 ・伝達す る。
■子 ど もの人間学演習(矢 野智 司)
授業 の 目的 と内容:京 都 学派 の人間学 における死の問題 と 「祖 国のために死 ぬ」 こと:今 年
は、前年度の戦争 と教育 学の授業 の成果を基 に、 この議論 を敷術 して、京都学派 の人間学 の
「世界史的立場」 と戦争 との関係 について考えてみたい。例えば、 西谷啓治の理論では、「道
徳 的エ ネルギー」 に貫 かれた国家 の 「世界史 的使命」 において、死 は宗教 的な色彩をおび、
死者 は殉教者 と して位置づけ られてい ることが理解できるだろ う。 もちろん このように国家
に宗教 的性格 を もたせ るため に、天皇神話 を利用す ることは、「忠君愛 国」 を奉 じた他 の戦
争遂行 のた めの プロパガ ンダ とかわ りない。 この ようなテクス トで は、 そ して教育学のテク
ス トではなおさ らだが、 「殉教者」 の 「美 しい」物語が総動 員 され たのであ る。 京都 学派 の
世界史的立場の理論 は、 国家 への神秘的な意味づ けに とどま らず、 さ らに戦争遂行の正当性
の歴史学的政治学的物語 を提供 し、同時に このように 「死」 を意味づ ける物語 を 「国民」 に
提供 したのであ る。戦 時期 の人 間学 ・教育学 のテクス トを読む。
受講 に必要な予備知識:京 都学派 の人間学につ いての基本的知識
成績評価の基準 と方法:発 表 と出席 とを総合 的に判断
■ 国際教育研究 フロンテ ィァC(ポ ール ・スタ ンデ ィッシュ:ロ ン ドン大学教育研究所教授、
齋藤直子)
授業の 目的 と内容:The Therapy of Education:Philosophy, Happiness and Persollal
Growth
 The idea that education involves a kind of therapy goes back to ancient times. We
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shall discuss in this course the ways in which education can serve as, or indeed simply
is, a kind of therapy;but also ways in which education may itself stand in need of
therapy‐perhaps through the incorporation of therapeutic approaches but especially,
and more importantly, in terms of the need to retrieve education from its current
state of debilitation. Through a philosophical approach, we shall reconsider
possibilities of education that can serve for happiness and personal growth in an age
of globalization.
  The texts we shall read are difficult and demanding, and we encourage you to
obtain the assigned textbooks and prepare for the course well beforehand, especially
the following chapters of The Therapy of Education:Chapter 4"Reading Narrative";
Chapter 5"Learning to Change";Chapter 6"Practicing Dying";Chapter 7"Room for
Thought";and Chapter 8 "The Thoreau Strategy." Students will be asked to
participate actively in classroom discussion in English.
授 業 に 必 要 な 予 備 知 識:Good command of English
成 績 評 価 の 基 準 と方 法:Attendance and final report(in English)
テ キ ス ト/参 考 文 献:Paul Smeyers, Richard Smith and Paul Standish. The Therapy of
Education:Philosophy, Happiness, and Personal Growth (New York:Palgrave
Macmillan,2007).Franz Rosenzweig, Understanding the Sick and the Healthy:A
View of World, Man, and God(Cambridge, MA.:Harvard University Press,1999);
Bernhard Schlink, The Reader(London:Phoenix House,1997)/松永 美 穂 訳 『朗 読 者 』
(新 潮 社 2003)
